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１.はじめに

音楽研究センター内シモン・ゴールドベルク文庫の内容を、録音資料、プログラム、新聞

（記事）、雑誌（記事）を中心に研究する。

２.録音資料

録音資料の総数は、287点である。これらを音楽研究センターの分類体系に従って分類した。

LP248点については、分類毎の点数は以下のとおりである。CD37点、DVD２点は受入順の番

号付けとなっている。「：」の次に、所蔵点数を記した。

音楽史 SGRA10：2、声楽曲中世・ルネサンス SGRB1：1、古典派以降 SGRB3：9、典礼音楽

SGRB5：2、オペラ・オラトリオバロックSGRC1：1、ロマン派SGRC 3：1、現代SGRC 4：

1、鍵盤楽曲バロック以前SGRD1：7、古典派SGRD2：10、ロマン派SGRD3：13、現代SGRD4：

8、その他SGRD5：4、室内楽バロック以前SGRE1：5、古典派SGRE2：17、ロマン派SGRE3：

14、現代SGRE4：13、撥弦楽器SGRE7：6、その他SGRE9：13、管弦楽曲バロック以前SGRG1：

3、古典派SGRG2：6、ロマン派SGRG3：16、現代SGRG4：14、協奏曲バロックSGRH1：8、

古典派以降SGRH 2：72、現代音楽SGRS:1、ジャズSGRZ:1である。

前２回の本学紀要論文 において、筆者は、蔵書および所蔵楽譜を分析することにより、シ

モンが同時代（20世紀）の音楽、美術、文学に対して高い関心を抱いていたことを確認する

ことができた。

録音資料についても、同様のことが言える。所蔵している287点の内容は、文末の一覧表１

に記したが、シモンのレパートリーであるバロック、古典派が圧倒的に多いことに加えて、

Bartok、Debussy、Hindemith、Milhaud、Poulenc、Prokofiev、Schoenberg等々の録音資

料の所蔵状況を見ると、シモンが、まさに自分にとっての「現代の音楽」に強く共感してい

たことが明示される結果となっている。
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また、オランダ室内管弦楽団 が委嘱し、シモンが自ら積極的に演奏の機会を持った作曲家

の作品 が録音で残されている。

３.プログラム

プログラムに分類した資料は、演奏会のプログラム、チラシ、チケットである。コピーで

所蔵しているものも含めた総数は、482点である。内容は一覧表２ に記した。

大半の347点は、オランダ室内管弦楽団の演奏会プログラムのコピーで、1957年から65年に

かけてのものである 。この管弦楽団では、J.S.Bach、Haydn 、Mozart の作品を取り上

げる頻度が圧倒的に高い。特にBachの作品は、毎年のようにBach-Cyclus（３回公演）を組

んでオランダ国内（Amsterdam,Den Haag）で演奏している。58年には、無伴奏ヴァイオ

リンのためのパルティータが、シモンのソロでプログラムに組まれている。

ロマン派以降でよく採り上げられている作品は、Bartok 、Britten 、Dvorak 、Schoen-

berg 、Schubert 、Stravinsky 等で、編成から見ると、オランダ室内管弦楽団の規模を考

慮に入れた選曲と思われる。

楽団設立の趣旨を考えれば当然のことながら、シモンは、自国の現代作曲家作品を必ずプ

ログラムに採り上げ、オランダ音楽界の振興に努めた。また、次代を担う若者達への音楽普

及活動の一環として、毎年、青少年のためのコンサートを行い、シモンはタクトも振ってい

る。

海外演奏旅行は、結成間もないオーケストラにとって、プログラミングは腕の見せどころ

であり、持ち味が発揮されるところであった。

一例を挙げよう。60年のイスラエル公演では、全13公演中、５公演は次のプログラムで行っ

ている 。J.S.Bach:Concerto for Violin and Orchestra in A minor;J.Haydn:Concerto
 

for Violin and Orchestra in C major;Lex van Delden:Trio for String Orchestra,op. 44;

L.v.Beethoven:Grosse Fuge,op. 133;W.A.Mozart:Eine kleine Nachtmusik,KV525。

61年の北米公演 では、14公演が、Bach:Concerto in A minor for Violin and Orchestra;

Bartok:Divertimento for String Orchestra (1939);Haydn:Violin Concerto in C Major
 

with Orchestra;Britten:Simple Symphony for String Orchestraのプログラムで、また少

なくとも12公演はBach:Brandenburg Concerto No.3;Haydn:Violin Concerto in C Major
 

with Orchestra; Badings: Adagio and Allegro for String Orchestra; Britten: Simple
 

Symphony for String Orchestraで行われた 。

シモンが、自らの生きている時代に対して確固たる意識と認識を持ち続けたことがプログ

ラミングにも見て取れる。古典中心の演奏会のプログラムにも、20世紀の音楽を採り入れよ

うと努力していることがわかる。
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残りの133点は、30年代から93年９月 までの演奏会プログラムやチラシが大半を占める 。

主なものとしては、ベルリン・フィル11、アスペン音楽祭４、リサイタル15（没後３）、デュ

オ・リサイタル12（Radu Lupu 2、Victor Babin 2、Lili Kraus 1、没後７）、オランダ室内

管弦楽団７、桐朋学園オーケストラ18、カーティス音楽院５、新日本フィル13（没後３）、水

戸室内管弦楽団５（没後１）が含まれる。

４.新聞（記事）

新聞（記事）は、358点所蔵で、内294点はコピーである。現時点で掲載紙を特定できない

記事が８点ある。所蔵新聞を表１に記す 。

記事の内容は、音楽関係351点で、件数の多い順に、演奏会評92、演奏会宣伝82、追悼行事

44、音楽祭・コンサート42、ラジオ放送宣伝31、録音20、訃報16、テレビ放送宣伝７、追悼

５、インタビュー３で、その他の記事が９点ある。点数と内容を表２に記す 。

なお、音楽以外の新聞記事には、シモン誕生の日の新聞３、美術関係３ 、一般１の合計７

点が含まれる。
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表１.新聞
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表２.新聞記事
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５.雑誌（記事）

雑誌（記事）は、95点所蔵で、内37点はコピーである。現時点で掲載誌を特定できない記

事が５点ある。所蔵雑誌を表３に記す。

内容は、音楽関係81点で、当然のことながら音楽が圧倒的に多数を占める。他に美術と一

般誌がある。音楽関係雑誌（記事）の内容は以下のとおりである 。

表３.雑誌・ニュースレター
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６.洋書等の切り抜き・コピー

39点所蔵。内訳は、楽曲解説コピー７、洋書コピー26、和書コピー６である 。

７.図録・和書

図録62点、和書19点である 。

８.その他の資料

文庫には、書類、書簡、写真、スライド、パネル、私家版の音響資料（CD-R、DAT、オー

プンテープ、８ミリ、カセット、VHS）、置物等、絵画、雑資料（眼鏡、指揮棒等）、かなり

の点数に上る資料が含まれている。内容確認作業が、近々の課題として残されている。

９.結び

2013年春、本学紀要掲載の３つの論文を元に、所蔵目録が作成される予定である。また、

シモン・ゴールドベルクのホームページが作成され、インターネットにアップする準備が進

行中であり、シモンの資料が活用される体制が整いつつある。

本センターにおいても、資料の公開に向けて、整理作業を加速する必要がある。

表４.音楽関係雑誌記事

― ―22

東京藝術大学音楽学部紀要 第38集



注

１ シモン・ゴールドベルク文庫研究班の構成および本研究における作業分担は、以下のとおりであ

る。

関根和江：代表者、本文執筆、データベースおよびデータ監修、資料分類

饗庭裕子：データ作成、資料整理

友清祐子：データ作成、資料整理

富田信治：データベース構築、一覧作成

２ SGRH2/39は、SGRE4/5a に分類替えしたため欠番であり、SGRH2の点数は、72となる。

３ 関根和江「シモン・ゴールドベルク文庫」（１）、（２）、『東京藝術大学音楽学部紀要』第36集、

2011年、137～160頁；第37集、2012年、17～42頁。

４ 分類番号順に排列した。記載事項は順に、タイトル、演奏者、レーベル名、レーベル番号、分類

番号である。

５ オランダ室内管弦楽団は、1955年、オランダ政府の依頼により結成された。以後、77年まで22年

間という長きにわたり、シモンは、音楽監督として大きな影響力を持ち、オランダ音楽を、ソリ

ストとしてまた指揮者として世に送り出した。

６ SGCD4所収のBadings,Henk.Largo and Allegro. (1935委嘱)、Kox,Hans.One-act Plays for
 

29 Musicians. (1971委嘱）など。

７ 原則として演奏会の開催順に排列した。記載事項は順に、演奏会名、年/月/日、開催地：演奏会

場、♪作曲者名：曲名、■演奏者、［分類番号］である。なお、綴りは原文のままとし、訂正は

加えていない。

８ 1959年は所蔵なし。

９ ブランデンブルク協奏曲全６曲（特に第３番）、管弦楽組曲全４曲（特に第２番）、ヴァイオリン

協奏曲イ短調、ヴァイオリン協奏曲ホ長調、２つのヴァイオリンのための協奏曲ニ短調。

10 ヴァイオリン協奏曲第１番ハ長調、交響曲第44番等、十字架上のキリストの最後の７つの言葉。

11 Eine kleine Nachtmusik,KV525、Serenata Notturna,KV239、協奏交響曲KV364、ヴァイオ

リン協奏曲KV216,218,219、交響曲KV201,319等。

12 Divertimento.

13 Simple Symphony.

14 Serenade, E major,op. 22.

15 Verklarte Nacht,op. 4.

16 Adagio and Rondo,D. 438.

17 Concerto in D.

18 １曲目にBach.Violin Concerto E Major、最後にBartok.Devertimentoを置くプログラムもあ
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り。なお、本論中、曲名はプログラムの表記を採る。

19 北米公演は1961年、63年、65年の３回行われ、毎回、自国オランダの現代作曲家作品がプログラ

ムに組み込まれた。61年H. Badings. Adagio and Allegro、63年M. Flothuis. Capriccio for
 

String Orchestra、65年M.Flothuis.Espressioni Cordialiである。

20 １曲目にBach.Concerto for 2 Violinsを置くプログラムもあり。

21 シモンは、1993年７月19日に没したが、９月には山根美代子とのリサイタルが東京で予定されて

いた。

22 2009年12月までのプログラムを所蔵。

23 記載事項は、新聞紙名、点数、年代である。紙名の欧文はアルファベット順、和文は五十音順に

排列してある。点数欄の丸括弧内は、コピーで所蔵していることを表す。各紙には、欧文は小文

字、和文は大文字で、アルファベットの記号を付した。

24 記載事項は、順に、演奏家・団体、音楽祭等（件数）：新聞名、年月日である。新聞名は、表１

のアルファベット略号で記載し、年は1900年代は下２桁を記した。団体名のみ記載されている場

合はシモンがソリストあるいは指揮者として共演したことを表す。演奏家は初出のみフルネー

ム、再出は姓のみ記した。＊は原本、それ以外はコピーである。

25 ゴッホ２、ペルメケ１の３点である。

26 記載事項は、順に、記事主題（件数）：雑誌名の略号、掲載年である。年代は1900年代は下２桁

を記した。♯は雑誌全体、＊は切り抜き、それ以外はコピーでの所蔵を表す。

27 Stravinsky,Igor.Poetics of Music in the Form of Six Lessons.New York,Vintage Books,

1956. (Vintage Books,K-39）などが含まれるが、詳細については本論では割愛する。

28 アインシュタイン、アルフレッド『音楽史』（Alfred Einstein.A Short History of Music.New
 

York,1947）大宮真琴ほか訳、東京、ダヴィッド社、1956年。［SGW/E35］

モントゥー、ドリス『指揮棒と80年――ピエール・モントゥーの回想』（Doris Gerald Monteux.

It’s All in the Music.New York,1965）家里和夫訳、東京、音楽之友社、1967年。［SGW/

M781］

ロスタール、マックス『ベートーヴェンのヴァイオリン・ソナタ――演奏への指針』（Max Rostal.

Ludwig van Beethoven, die Sonaten fur Klavier und Violine.Munchen,1981）守岡輝、

山本淳共訳、東京、音楽之友社、1986年。［SGW/B415/3］

その他、詳細については本論では割愛する。
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Szymon Goldberg Collection (3)

SEKINE Kazue
 

Szymon Goldberg Collection Research Team

 

This article is the third of the introduction of the Szymon Goldberg Collection in The Center
 

for Music Research,Faculty of Music,Tokyo Geijutsu Daigaku.

As we dealt with foreign books two years ago in our Bulletin no.36 and music scores last
 

year in our Bulletin no.37,so this time we mainly examine the recording materials,programs,

newspapers,magazines,scraps,catalogues,Japanese books:number of items 1342.

Szymon Goldberg lived all his life with sympathy for the contemporary music,art,literature.

He loved Hindemith, Bartok, Milhaud, Schoenberg, Stravinsky, Berg, Prokofiev, Debussy,

Webern as Mozart,Bach,Beethoven,Haydn,Schubert,Brahms.

This collection shows clearly Szymon’s attitude toward to life.
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